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総
務
部
長
　
実
動
型
の
総
合

防
災
訓
練
は
、
昭
和
五
十
五
年
度

か
ら
平
成
十
九
年
度
ま
で
毎
年
実

施
し
、
ほ
ぼ
市
全
域
の
地
域
で
行

わ
れ
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。

　
一
方
、
図
上
訓
練
は
、
近
年
、

大
地
震
が
頻
繁
に
起
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
災
害
イ
メ
ー
ジ
の
習
得

や
災
害
時
の
状
況
予
測
、
意
思
決

定
能
力
の
向
上
に
有
効
で
あ
る
と

の
こ
と
か
ら
、
国
に
お
い
て
も
、

平
成
二
十
年
三
月
に
市
町
村
に
よ

る
図
上
型
防
災
訓
練
の
実
施
支
援

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、
そ
の
実

施
を
促
し
て
い
る
。

　
以
上
の
状
況
か
ら
、
本
市
で
も

従
来
の
実
動
型
総
合
防
災
訓
練
に

加
え
、
今
年
度
か
ら
図
上
訓
練
を

隔
年
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
川
越
市
の
防
災
対
策

　
　
観
光
都
市
川
越
は
現
在
観
光

客
一
千
万
人
を
目
指
し
て
、
観
光

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
外

国
人
向
け
の
避
難
場
所
案
内
看
板

の
設
置
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

　
　
総
務
部
長
　
学
校
等
の
避
難

場
所
の
標
識
に
は
英
語
を
表
示
し

て
い
る
が
、
市
内
五
十
七
箇
所
に

あ
る
避
難
場
所
案
内
看
板
に
は
英

語
標
記
等
が
な
い
こ
と
か
ら
、
今

後
は
外
国
語
の
併
記
に
努
め
た
い
。

な
お
、
看
板
の
設
置
以
外
に
も
外

国
人
向
け
防
災
対
策
と
し
て
、
防

災
知
識
の
普
及
と
啓
発
に
向
け
て

外
国
語
に
翻
訳
し
た
防
災
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
を
行
う
他
、

災
害
時
の
行
動
力
を
高
め
る
た
め
、

市
の
総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
現
在
修
正
中

の
地
域
防
災
計
画
で
災
害
対
策
本

部
に
新
た
に
国
際
班
を
設
け
、
外

国
人
へ
の
情
報
提
供
や
相
談
を
受

け
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
防
災
意
識
の
啓
発
と
環
境
整
備

　
公
用
車
の
エ
コ
対
策

　
　
霞
ケ
関
北
学
童
保
育
室
な
ど

大
規
模
学
童
保
育
室
へ
の
対
応
は

川
越
市
教
育
委
員
会
が
、
き
ち
ん

と
対
応
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、

ど
う
考
え
る
か
？

　
　
教
育
総
務
部
長
　
大
規
模
学

童
保
育
室
の
解
消
は
教
育
委
員
会

が
対
応
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
今

年
度
当
初
、
入
室
児
童
が
七
十
名

を
超
え
る
学
童
保
育
室
は
八
室
あ

り
、
こ
の
う
ち
五
室
は
学
童
保
育

室
を
増
築
す
る
等
の
対
応
を
し
た
。

今
後
も
入
室
児
童
の
増
加
に
よ
る

狭
隘
化
の
改
善
に
努
め
る
。
な
お
、

霞
ケ
関
北
学
童
保
育
室
も
学
校
施

設
を
有
効
活
用
し
、
放
課
後
使
用

さ
れ
て
い
な
い
部
屋
を
借
用
す
る

な
ど
の
方
法
も
含
め
、
改
善
を
図

り
た
い
。
ま
た
、
他
の
大
規
模
学

童
保
育
室
も
学
校
施
設
の
有
効
活

用
や
増
築
な
ど
の
検
討
を
進
め
る
。

　
特
別
支
援
教
育
と
市
の
対
応

　
武
道
教
育

　
学
校
に
お
け
る
動
物
飼
育

　
学
童
保
育
室

　
　
現
在
、
市
内
に
は
、
気
軽
に

お
む
つ
替
え
や
授
乳
が
で
き
る
場

所
が
少
な
い
。
安
心
し
て
外
出
が

で
き
る
よ
う
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」

を
設
置
す
べ
き
。
市
の
見
解
は
。

　
　
福
祉
部
長
他
※
　
「
赤
ち
ゃ

ん
の
駅
」
は
、
乳
幼
児
を
連
れ
た

親
達
が
安
心
し
て
外
出
で
き
る
よ

う
市
内
の
公
共
施
設
の
う
ち
、
授

乳
や
お
む
つ
替
え
等
が
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
る
施
設
を

指
定
す
る
も
の
で
、
県
内
で
は
本

庄
市
、
新
座
市
で
実
施
し
て
い
る
。

　
本
市
で
も
、
要
望
が
あ
れ
ば
空

き
部
屋
を
授
乳
や
お
む
つ
替
え
の

た
め
に
貸
す
等
の
対
応
を
と
っ
て

い
る
が
、
今
後
、
専
用
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
に
む
け
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。
ま
た
、
議
員
提
案
の
と
お

り
、
あ
ら
か
じ
め
旗
等
で
専
用
ス

ペ
ー
ス
を
提
供
で
き
る
旨
を
知
ら

せ
る
こ
と
で
利
便
性
も
高
ま
る
の

で
、
実
現
に
む
け
努
力
し
た
い
。

　
子
育
て
支
援

　
道
路
照
明
灯
、
防
犯
灯
な
ど

　
　
川
越
市
職
員
の
交
流
人
数
や

派
遣
状
況
か
ら
、
海
外
姉
妹
友
好

都
市
と
の
真
の
国
際
交
流
事
業
が

構
築
さ
れ
て
い
く
と
思
う
が
、
市

の
考
え
方
を
伺
う
。

　
　
総
合
政
策
部
長
　
平
成
十
五

年
度
か
ら
平
成
十
九
年
度
の
間
で

の
海
外
姉
妹
都
市
と
の
市
職
員
の

交
流
人
数
は
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ハ

市
四
人
、
セ
ー
レ
ム
市
六
人
、
オ

ー
タ
ン
市
四
人
で
あ
る
。
職
員
研

修
と
い
う
形
で
の
計
画
的
派
遣
は

な
い
が
、
川
越
市
姉
妹
都
市
交
流

委
員
会
の
企
画
で
毎
年
八
月
に
姉

妹
都
市
に
派
遣
す
る
中
学
生
交
流

団
に
、
生
徒
を
引
率
す
る
目
的
で

職
員
を
随
行
さ
せ
、
滞
在
中
、
姉

妹
都
市
の
市
役
所
内
で
業
務
関
連

部
署
に
受
け
入
れ
を
依
頼
し
、
業

務
の
研
修
を
し
て
い
る
。
派
遣
人

数
は
少
な
い
が
、
今
後
も
継
続
し

て
中
学
生
交
流
団
に
若
手
職
員
を

同
行
さ
せ
、
姉
妹
都
市
交
流
の
更

な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
海
外
姉
妹
友
好
都
市
対
応

　
　
小
中
学
校
の
耐
震
化
は
、
い

ま
だ
約
半
数
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

可
能
な
か
ぎ
り
早
期
に
全
校
の
耐

震
化
措
置
を
実
現
さ
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

　
　
教
育
総
務
部
長
　
学
校
施
設

の
耐
震
化
は
最
重
要
課
題
と
し
て

捉
え
て
お
り
、
平
成
十
九
年
度
に

「
川
越
市
小
中
学
校
耐
震
化
推
進

計
画
」
を
策
定
し
、
積
極
的
に
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
文
部

科
学
省
に
お
い
て
も
、
学
校
施
設

の
耐
震
化
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て

お
り
危
険
性
の
高
い
Ｉ
ｓ
値
〇
・

三
未
満
の
学
校
施
設
に
つ
い
て
、

当
初
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
に
終

了
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
た
が
、

一
年
前
倒
し
、
平
成
二
十
三
年
度

に
終
了
さ
せ
る
よ
う
通
知
が
な
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
早

期
の
全
学
校
施
設
の
耐
震
化
へ
向

け
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
財
政
に
つ
い
て

　
小
中
学
校
の
耐
震
化

　
乱
開
発
抑
止

問

答 質問質問 質問質問

質問質問

質問質問質問質問

質問 質問

質問 答答

問

答 問

自
民
ク
　 

関
　
口
　
　
　
勇

真
の
国
際
交
流

自
民
ク
　 
神
　
田
　
寿
　
雄

耐
震
化
は
最
優
先
に

答

答 問

　
今
定
例
会
で
は
、
二
十
一
名
の

議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

発
言
し
た
全
議
員
の
質
問
及
び
答

弁
の
一
部
要
約
を
発
言
順
に
掲
載

し
ま
す
。

　
　
と
　
の
後
に
は
、
各
議
員
が

今
定
例
会
で
質
問
し
た
表
題（
　
）

を
掲
載
し
ま
し
た
。
質
問
し
た
表

題
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
通
告
事

項
を
要
約
し
た
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

 

　
一
般
質
問
の
詳
細
や
、
過
去
の

質
問
は
、
会
議
録
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
会
議
録
は
図
書
館
、
出

張
所
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

　
今
定
例
会
の
会
議
録
は
、
図
書

館
等
で
は
二
月
下
旬
頃
か
ら
、
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
は
四
月
上

旬
頃
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

○
会
議
録
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
所

・
市
役
所
六
階
　
議
会
事
務
局

・
市
役
所
東
庁
舎
一
階
　
情
報
公

　
開
窓
口
　

・
出
張
所
（
十
箇
所
）

　
　
舟
橋
市
長
は
公
正
・
公
平
な

市
政
を
モ
ッ
ト
ー
に
様
々
な
施
策

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
四
期
十

六
年
間
を
振
り
返
っ
て
、
ど
の
よ

う
な
実
感
を
持
っ
て
い
る
か
。

　
　
市
長
　
十
六
年
間
に
亘
り
、

議
会
及
び
市
民
の
支
援
と
協
力
を

得
て
順
調
に
事
業
を
進
め
ら
れ
た

こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
の
時
代
に
あ
っ
て
、

行
政
と
し
て
で
き
る
限
り
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
、
市
民
、

職
員
と
の
懇
談
や
目
安
箱
等
を
通

し
て
様
々
な
方
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
多
く
の
事
業
を
実
施
し
た
。

子
ど
も
の
救
急
医
療
体
制
や
高
齢

者
施
設
の
整
備
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

設
置
、
一
％
節
電
、
伝
建
地
区
指

定
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
な
ど
、

一
生
懸
命
に
市
長
の
職
務
を
務
め

た
が
、
い
ず
れ
も
市
民
が
市
政
の

主
人
公
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、

市
民
や
議
会
の
協
力
を
得
て
皆
で

成
し
得
た
成
果
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
市
長
十
六
年
間
の
実
績
と
評
価

　
　
広
報
川
越
に
「
本
市
の
財
政

構
造
は
健
全
」
と
記
載
が
あ
る
が
、

経
常
収
支
比
率
は
年
々
悪
く
な
っ

て
い
る
。
市
の
財
政
の
健
全
性
は

悪
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
？
。

　
　
財
政
部
長
　
財
政
健
全
化
法

で
「
健
全
化
判
断
比
率
」
の
公
表

が
制
度
化
さ
れ
た
趣
旨
に
基
づ
き
、

総
務
省
が
公
表
し
た
十
九
年
度
健

全
化
判
断
比
率
の
速
報
値
を
広
報

に
掲
載
し
た
。
こ
の
公
表
結
果
で
、

本
市
は
実
質
赤
字
比
率
等
の
四
指

標
全
て
が
早
期
健
全
化
基
準
を
下

回
り
、
「
健
全
な
段
階
」
に
あ
る

と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
指
標

に
は
一
般
的
に
都
市
に
あ
っ
て
は
、

八
十
％
を
超
え
る
と
財
政
構
造
の

弾
力
性
を
失
い
つ
つ
あ
る
と
さ
れ

る
経
常
収
支
比
率
は
含
ま
れ
て
い

な
い
。
本
市
の
同
比
率
は
八
十
九

・
四
％
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
観

点
か
ら
す
る
と
本
市
財
政
は
必
ず

し
も
良
い
状
態
に
は
無
い
と
認
識

し
て
い
る
。

　
集
中
改
革
プ
ラ
ン

　
　
舟
橋
市
政
16
年
の
間
で
、
市

の
借
金
の
増
加
額
と
総
額
、
ま
た

一
人
当
り
の
負
債
額
の
現
状
と
、

こ
れ
ら
の
負
債
の
今
後
の
見
通
し

と
圧
縮
に
向
け
た
取
組
み
を
問
う
。

　
　
財
政
部
長
　
平
成
五
年
度
末

と
平
成
十
九
年
度
末
の
一
般
会
計

の
市
債
残
高
の
増
加
額
は
三
百
三

十
九
億
一
千
三
百
三
十
四
万
二
千

円
で
あ
る
。
一
般
会
計
・
特
別
会

計
の
市
債
残
高
と
債
務
負
担
し
て

い
る
土
地
開
発
公
社
の
借
入
残
高

と
の
合
計
は
一
千
二
百
五
十
八
億

二
千
九
百
九
十
一
万
五
千
円
、
市

民
一
人
当
り
で
は
三
十
七
万
五
千

六
百
二
十
五
円
と
な
る
。
新
清
掃

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
等
で
数
年
間

は
、
市
債
残
高
は
増
加
す
る
。
市

債
は
社
会
資
本
整
備
の
重
要
な
財

源
だ
が
、
住
民
に
負
担
を
強
い
る
。

ま
た
、
公
債
費
の
増
加
は
財
政
運

営
の
硬
直
化
に
つ
な
が
る
の
で
、

市
債
の
意
義
や
残
高
等
に
注
意
を

払
い
、
慎
重
に
対
応
す
る
。

　
川
越
市
の
財
政
と
借
金
の
現
状

　
　
市
内
小
学
校
・
中
学
校
の
校

舎
・
体
育
館
の
耐
震
工
事
の
現
状

を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
一
年
度
中

の
耐
震
工
事
の
進
捗
率
は
ど
の
程

度
進
む
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
教
育
総
務
部
長
　
学
校
施
設

の
耐
震
化
は
平
成
十
九
年
度
に

「
川
越
市
小
中
学
校
耐
震
化
推
進

計
画
」
を
策
定
し
、
積
極
的
に
進

め
て
い
る
。

　
平
成
二
十
年
度
の
耐
震
補
強
工

事
が
終
了
し
て
お
り
、
小
中
学
校

の
全
施
設
の
耐
震
化
進
捗
率
は
、

小
学
校
47
・
79
％
、
中
学
校
69
・

15
％
、
全
体
で
56
・
52
％
と
な
っ

て
い
る
。

　
平
成
二
十
一
年
度
に
小
学
校
五

校
、
中
学
校
一
校
、
合
計
六
校
で

耐
震
補
強
工
事
を
実
施
す
る
予
定

で
、
予
定
し
て
い
る
耐
震
補
強
工

事
が
終
了
す
る
と
、
小
学
校
で
は

58
・
09
％
、
中
学
校
70
・
21
％
、

全
体
で
63
・
04
％
と
な
り
、
現
在

と
比
較
し
て
6
・
52
％
上
昇
す
る
。

　
教
育
行
政
の
現
状
と
課
題

　
　
川
越
市
で
実
施
し
て
い
る
防

災
訓
練
で
、
実
動
型
総
合
防
災
訓

練
と
図
上
訓
練
を
隔
年
で
行
う
こ

と
に
な
っ
た
基
本
的
な
考
え
方
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

質問

質問 質問

問答

問

答

啓
政
会
　 

久
　
保
　
啓
　
一

四
期
の
施
策
の
実
感

答 問

答 問質問

Ｐ
川
越
21
　 

石
　
川
　
智
　
明

川
越
市
財
政
の
健
全
性

質問 答

問

問

民
主
党
　 

片
　
野
　
広
　
湯

市
の
借
金
と
圧
縮
対
策

一
般
質
問

公
明
党
　 

大
　
泉
　
一
　
夫

外
国
人
へ
の
安
全
対
策

公
明
党
　 

桐
　
野
　
　
　
忠

大
規
模
学
童
保
育
室

牛
　
窪
　
多
喜
男

小
中
学
校
の
耐
震
化

市
　
　
　
民

フ
ォ
ー
ラ
ム

問

啓
政
会
　 

松
　
井
　
釜
太
郎

防
災
訓
練
の
実
施
方
法

公
明
党
　 

若
　
狭
　
み
ど
り

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
を
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総
務
部
長
　
実
動
型
の
総
合

防
災
訓
練
は
、
昭
和
五
十
五
年
度

か
ら
平
成
十
九
年
度
ま
で
毎
年
実

施
し
、
ほ
ぼ
市
全
域
の
地
域
で
行

わ
れ
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。

　
一
方
、
図
上
訓
練
は
、
近
年
、

大
地
震
が
頻
繁
に
起
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
災
害
イ
メ
ー
ジ
の
習
得

や
災
害
時
の
状
況
予
測
、
意
思
決

定
能
力
の
向
上
に
有
効
で
あ
る
と

の
こ
と
か
ら
、
国
に
お
い
て
も
、

平
成
二
十
年
三
月
に
市
町
村
に
よ

る
図
上
型
防
災
訓
練
の
実
施
支
援

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、
そ
の
実

施
を
促
し
て
い
る
。

　
以
上
の
状
況
か
ら
、
本
市
で
も

従
来
の
実
動
型
総
合
防
災
訓
練
に

加
え
、
今
年
度
か
ら
図
上
訓
練
を

隔
年
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
川
越
市
の
防
災
対
策

　
　
観
光
都
市
川
越
は
現
在
観
光

客
一
千
万
人
を
目
指
し
て
、
観
光

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
外

国
人
向
け
の
避
難
場
所
案
内
看
板

の
設
置
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

　
　
総
務
部
長
　
学
校
等
の
避
難

場
所
の
標
識
に
は
英
語
を
表
示
し

て
い
る
が
、
市
内
五
十
七
箇
所
に

あ
る
避
難
場
所
案
内
看
板
に
は
英

語
標
記
等
が
な
い
こ
と
か
ら
、
今

後
は
外
国
語
の
併
記
に
努
め
た
い
。

な
お
、
看
板
の
設
置
以
外
に
も
外

国
人
向
け
防
災
対
策
と
し
て
、
防

災
知
識
の
普
及
と
啓
発
に
向
け
て

外
国
語
に
翻
訳
し
た
防
災
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
を
行
う
他
、

災
害
時
の
行
動
力
を
高
め
る
た
め
、

市
の
総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
現
在
修
正
中

の
地
域
防
災
計
画
で
災
害
対
策
本

部
に
新
た
に
国
際
班
を
設
け
、
外

国
人
へ
の
情
報
提
供
や
相
談
を
受

け
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
防
災
意
識
の
啓
発
と
環
境
整
備

　
公
用
車
の
エ
コ
対
策

　
　
霞
ケ
関
北
学
童
保
育
室
な
ど

大
規
模
学
童
保
育
室
へ
の
対
応
は

川
越
市
教
育
委
員
会
が
、
き
ち
ん

と
対
応
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、

ど
う
考
え
る
か
？

　
　
教
育
総
務
部
長
　
大
規
模
学

童
保
育
室
の
解
消
は
教
育
委
員
会

が
対
応
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
今

年
度
当
初
、
入
室
児
童
が
七
十
名

を
超
え
る
学
童
保
育
室
は
八
室
あ

り
、
こ
の
う
ち
五
室
は
学
童
保
育

室
を
増
築
す
る
等
の
対
応
を
し
た
。

今
後
も
入
室
児
童
の
増
加
に
よ
る

狭
隘
化
の
改
善
に
努
め
る
。
な
お
、

霞
ケ
関
北
学
童
保
育
室
も
学
校
施

設
を
有
効
活
用
し
、
放
課
後
使
用

さ
れ
て
い
な
い
部
屋
を
借
用
す
る

な
ど
の
方
法
も
含
め
、
改
善
を
図

り
た
い
。
ま
た
、
他
の
大
規
模
学

童
保
育
室
も
学
校
施
設
の
有
効
活

用
や
増
築
な
ど
の
検
討
を
進
め
る
。

　
特
別
支
援
教
育
と
市
の
対
応

　
武
道
教
育

　
学
校
に
お
け
る
動
物
飼
育

　
学
童
保
育
室

　
　
現
在
、
市
内
に
は
、
気
軽
に

お
む
つ
替
え
や
授
乳
が
で
き
る
場

所
が
少
な
い
。
安
心
し
て
外
出
が

で
き
る
よ
う
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」

を
設
置
す
べ
き
。
市
の
見
解
は
。

　
　
福
祉
部
長
他
※
　
「
赤
ち
ゃ

ん
の
駅
」
は
、
乳
幼
児
を
連
れ
た

親
達
が
安
心
し
て
外
出
で
き
る
よ

う
市
内
の
公
共
施
設
の
う
ち
、
授

乳
や
お
む
つ
替
え
等
が
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
る
施
設
を

指
定
す
る
も
の
で
、
県
内
で
は
本

庄
市
、
新
座
市
で
実
施
し
て
い
る
。

　
本
市
で
も
、
要
望
が
あ
れ
ば
空

き
部
屋
を
授
乳
や
お
む
つ
替
え
の

た
め
に
貸
す
等
の
対
応
を
と
っ
て

い
る
が
、
今
後
、
専
用
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
に
む
け
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。
ま
た
、
議
員
提
案
の
と
お

り
、
あ
ら
か
じ
め
旗
等
で
専
用
ス

ペ
ー
ス
を
提
供
で
き
る
旨
を
知
ら

せ
る
こ
と
で
利
便
性
も
高
ま
る
の

で
、
実
現
に
む
け
努
力
し
た
い
。

　
子
育
て
支
援

　
道
路
照
明
灯
、
防
犯
灯
な
ど

　
　
川
越
市
職
員
の
交
流
人
数
や

派
遣
状
況
か
ら
、
海
外
姉
妹
友
好

都
市
と
の
真
の
国
際
交
流
事
業
が

構
築
さ
れ
て
い
く
と
思
う
が
、
市

の
考
え
方
を
伺
う
。

　
　
総
合
政
策
部
長
　
平
成
十
五

年
度
か
ら
平
成
十
九
年
度
の
間
で

の
海
外
姉
妹
都
市
と
の
市
職
員
の

交
流
人
数
は
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ハ

市
四
人
、
セ
ー
レ
ム
市
六
人
、
オ

ー
タ
ン
市
四
人
で
あ
る
。
職
員
研

修
と
い
う
形
で
の
計
画
的
派
遣
は

な
い
が
、
川
越
市
姉
妹
都
市
交
流

委
員
会
の
企
画
で
毎
年
八
月
に
姉

妹
都
市
に
派
遣
す
る
中
学
生
交
流

団
に
、
生
徒
を
引
率
す
る
目
的
で

職
員
を
随
行
さ
せ
、
滞
在
中
、
姉

妹
都
市
の
市
役
所
内
で
業
務
関
連

部
署
に
受
け
入
れ
を
依
頼
し
、
業

務
の
研
修
を
し
て
い
る
。
派
遣
人

数
は
少
な
い
が
、
今
後
も
継
続
し

て
中
学
生
交
流
団
に
若
手
職
員
を

同
行
さ
せ
、
姉
妹
都
市
交
流
の
更

な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
海
外
姉
妹
友
好
都
市
対
応

　
　
小
中
学
校
の
耐
震
化
は
、
い

ま
だ
約
半
数
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

可
能
な
か
ぎ
り
早
期
に
全
校
の
耐

震
化
措
置
を
実
現
さ
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

　
　
教
育
総
務
部
長
　
学
校
施
設

の
耐
震
化
は
最
重
要
課
題
と
し
て

捉
え
て
お
り
、
平
成
十
九
年
度
に

「
川
越
市
小
中
学
校
耐
震
化
推
進

計
画
」
を
策
定
し
、
積
極
的
に
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
文
部

科
学
省
に
お
い
て
も
、
学
校
施
設

の
耐
震
化
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て

お
り
危
険
性
の
高
い
Ｉ
ｓ
値
〇
・

三
未
満
の
学
校
施
設
に
つ
い
て
、

当
初
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
に
終

了
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
た
が
、

一
年
前
倒
し
、
平
成
二
十
三
年
度

に
終
了
さ
せ
る
よ
う
通
知
が
な
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
早

期
の
全
学
校
施
設
の
耐
震
化
へ
向

け
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
財
政
に
つ
い
て

　
小
中
学
校
の
耐
震
化

　
乱
開
発
抑
止

問

答 質問質問 質問質問

質問質問

質問質問質問質問

質問 質問

質問 答答

問

答 問

自
民
ク
　 

関
　
口
　
　
　
勇

真
の
国
際
交
流

自
民
ク
　 

神
　
田
　
寿
　
雄

耐
震
化
は
最
優
先
に

答

答 問

　
今
定
例
会
で
は
、
二
十
一
名
の

議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

発
言
し
た
全
議
員
の
質
問
及
び
答

弁
の
一
部
要
約
を
発
言
順
に
掲
載

し
ま
す
。

　
　
と
　
の
後
に
は
、
各
議
員
が

今
定
例
会
で
質
問
し
た
表
題（
　
）

を
掲
載
し
ま
し
た
。
質
問
し
た
表

題
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
通
告
事

項
を
要
約
し
た
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

 

　
一
般
質
問
の
詳
細
や
、
過
去
の

質
問
は
、
会
議
録
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
会
議
録
は
図
書
館
、
出

張
所
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

　
今
定
例
会
の
会
議
録
は
、
図
書

館
等
で
は
二
月
下
旬
頃
か
ら
、
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
は
四
月
上

旬
頃
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

○
会
議
録
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
所

・
市
役
所
六
階
　
議
会
事
務
局

・
市
役
所
東
庁
舎
一
階
　
情
報
公

　
開
窓
口
　

・
出
張
所
（
十
箇
所
）

　
　
舟
橋
市
長
は
公
正
・
公
平
な

市
政
を
モ
ッ
ト
ー
に
様
々
な
施
策

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
四
期
十

六
年
間
を
振
り
返
っ
て
、
ど
の
よ

う
な
実
感
を
持
っ
て
い
る
か
。

　
　
市
長
　
十
六
年
間
に
亘
り
、

議
会
及
び
市
民
の
支
援
と
協
力
を

得
て
順
調
に
事
業
を
進
め
ら
れ
た

こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
の
時
代
に
あ
っ
て
、

行
政
と
し
て
で
き
る
限
り
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
、
市
民
、

職
員
と
の
懇
談
や
目
安
箱
等
を
通

し
て
様
々
な
方
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
多
く
の
事
業
を
実
施
し
た
。

子
ど
も
の
救
急
医
療
体
制
や
高
齢

者
施
設
の
整
備
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

設
置
、
一
％
節
電
、
伝
建
地
区
指

定
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
な
ど
、

一
生
懸
命
に
市
長
の
職
務
を
務
め

た
が
、
い
ず
れ
も
市
民
が
市
政
の

主
人
公
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、

市
民
や
議
会
の
協
力
を
得
て
皆
で

成
し
得
た
成
果
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
市
長
十
六
年
間
の
実
績
と
評
価

　
　
広
報
川
越
に
「
本
市
の
財
政

構
造
は
健
全
」
と
記
載
が
あ
る
が
、

経
常
収
支
比
率
は
年
々
悪
く
な
っ

て
い
る
。
市
の
財
政
の
健
全
性
は

悪
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
？
。

　
　
財
政
部
長
　
財
政
健
全
化
法

で
「
健
全
化
判
断
比
率
」
の
公
表

が
制
度
化
さ
れ
た
趣
旨
に
基
づ
き
、

総
務
省
が
公
表
し
た
十
九
年
度
健

全
化
判
断
比
率
の
速
報
値
を
広
報

に
掲
載
し
た
。
こ
の
公
表
結
果
で
、

本
市
は
実
質
赤
字
比
率
等
の
四
指

標
全
て
が
早
期
健
全
化
基
準
を
下

回
り
、
「
健
全
な
段
階
」
に
あ
る

と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
指
標

に
は
一
般
的
に
都
市
に
あ
っ
て
は
、

八
十
％
を
超
え
る
と
財
政
構
造
の

弾
力
性
を
失
い
つ
つ
あ
る
と
さ
れ

る
経
常
収
支
比
率
は
含
ま
れ
て
い

な
い
。
本
市
の
同
比
率
は
八
十
九

・
四
％
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
観

点
か
ら
す
る
と
本
市
財
政
は
必
ず

し
も
良
い
状
態
に
は
無
い
と
認
識

し
て
い
る
。

　
集
中
改
革
プ
ラ
ン

　
　
舟
橋
市
政
16
年
の
間
で
、
市

の
借
金
の
増
加
額
と
総
額
、
ま
た

一
人
当
り
の
負
債
額
の
現
状
と
、

こ
れ
ら
の
負
債
の
今
後
の
見
通
し

と
圧
縮
に
向
け
た
取
組
み
を
問
う
。

　
　
財
政
部
長
　
平
成
五
年
度
末

と
平
成
十
九
年
度
末
の
一
般
会
計

の
市
債
残
高
の
増
加
額
は
三
百
三

十
九
億
一
千
三
百
三
十
四
万
二
千

円
で
あ
る
。
一
般
会
計
・
特
別
会

計
の
市
債
残
高
と
債
務
負
担
し
て

い
る
土
地
開
発
公
社
の
借
入
残
高

と
の
合
計
は
一
千
二
百
五
十
八
億

二
千
九
百
九
十
一
万
五
千
円
、
市

民
一
人
当
り
で
は
三
十
七
万
五
千

六
百
二
十
五
円
と
な
る
。
新
清
掃

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
等
で
数
年
間

は
、
市
債
残
高
は
増
加
す
る
。
市

債
は
社
会
資
本
整
備
の
重
要
な
財

源
だ
が
、
住
民
に
負
担
を
強
い
る
。

ま
た
、
公
債
費
の
増
加
は
財
政
運

営
の
硬
直
化
に
つ
な
が
る
の
で
、

市
債
の
意
義
や
残
高
等
に
注
意
を

払
い
、
慎
重
に
対
応
す
る
。

　
川
越
市
の
財
政
と
借
金
の
現
状

　
　
市
内
小
学
校
・
中
学
校
の
校

舎
・
体
育
館
の
耐
震
工
事
の
現
状

を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
一
年
度
中

の
耐
震
工
事
の
進
捗
率
は
ど
の
程

度
進
む
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
教
育
総
務
部
長
　
学
校
施
設

の
耐
震
化
は
平
成
十
九
年
度
に

「
川
越
市
小
中
学
校
耐
震
化
推
進

計
画
」
を
策
定
し
、
積
極
的
に
進

め
て
い
る
。

　
平
成
二
十
年
度
の
耐
震
補
強
工

事
が
終
了
し
て
お
り
、
小
中
学
校

の
全
施
設
の
耐
震
化
進
捗
率
は
、

小
学
校
47
・
79
％
、
中
学
校
69
・

15
％
、
全
体
で
56
・
52
％
と
な
っ

て
い
る
。

　
平
成
二
十
一
年
度
に
小
学
校
五

校
、
中
学
校
一
校
、
合
計
六
校
で

耐
震
補
強
工
事
を
実
施
す
る
予
定

で
、
予
定
し
て
い
る
耐
震
補
強
工

事
が
終
了
す
る
と
、
小
学
校
で
は

58
・
09
％
、
中
学
校
70
・
21
％
、

全
体
で
63
・
04
％
と
な
り
、
現
在

と
比
較
し
て
6
・
52
％
上
昇
す
る
。

　
教
育
行
政
の
現
状
と
課
題

　
　
川
越
市
で
実
施
し
て
い
る
防

災
訓
練
で
、
実
動
型
総
合
防
災
訓

練
と
図
上
訓
練
を
隔
年
で
行
う
こ

と
に
な
っ
た
基
本
的
な
考
え
方
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

質問

質問 質問

問答

問

答

啓
政
会
　 

久
　
保
　
啓
　
一

四
期
の
施
策
の
実
感

答 問

答 問質問

Ｐ
川
越
21
　 

石
　
川
　
智
　
明

川
越
市
財
政
の
健
全
性

質問 答

問

問

民
主
党
　 

片
　
野
　
広
　
湯

市
の
借
金
と
圧
縮
対
策

一
般
質
問

公
明
党
　 

大
　
泉
　
一
　
夫

外
国
人
へ
の
安
全
対
策

公
明
党
　 

桐
　
野
　
　
　
忠

大
規
模
学
童
保
育
室

牛
　
窪
　
多
喜
男

小
中
学
校
の
耐
震
化

市
　
　
　
民

フ
ォ
ー
ラ
ム

問

啓
政
会
　 

松
　
井
　
釜
太
郎

防
災
訓
練
の
実
施
方
法

公
明
党
　 

若
　
狭
　
み
ど
り

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
を


